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かんきょう を とおして しゅ が わたしたち に おしえて いる こと  
 
 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 

うちゅう とは、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）が む から そうぞう し、 わたしたち に あたえて くださった    

しゅくふく です。 それ は アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の しょゆう と しゅけん の しんたく で あり、      

わたしたち は これ を はってん させ、 かいぜん する せきにん を かされて います。 それ は アッラー（スブハーナ 

ワ タアーラー）の そんざい と ゆいいつせい を しめす いっさつ の しょもつ です。 わたしたち の しゅ は、 この こと 

を、 せい なる クルアーン を とおして つぎ の ように しらせて おられ ます。 「しょてん と だいち と、 また それら 

いちめん に ちらばせた いきもの を そうぞう した こと も みしるし の ひとつ。 …」 1 ぜんのう の アッラー  

（スブハーナ ワ タアーラー）は、 せんさい な ちょうわ と ちつじょ の もと に つくられて いる この うちゅう が、   

かみ の そうぞうぶつ で ある こと を おしえて くださって います。 しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）は この せかい と 

その なか に ある すべて の もの を そうぞう した のが ごじぶん で ある こと、 また それ を いじ し、 しはい   

して いる と いう こと を おもい ださせて くださって います。 

しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 

ちえ の レンズ を とおして じぶん の おかれた かんきょう を みる ひと は、 てん には よって たつ はしら が ない 

こと、 ちじょう は いきる に ふさわしい ばしょ と して ととのえられて いる こと、 すなわち うちゅう が かんぜん な 

はたらき を して いる こと に、 おおく の おどろき を みる でしょう。 そら から ふる あめ に よって いきかえった  

つち の なか で そだつ さまざま な しょくぶつ や、 たいせつ な ゆうじんたち、 いきもの たち の うつくしい こうけい、 

そして それら が わたしたち に あたえて くれる かぞえきれない おんけい の なか に、 おおく の ちえ を みいだす 

でしょう。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま ！ 

そうぞうしゅ の ため に、 あらゆる そんざい を たいせつ に しましょう。 りせい、 じゅっこう、 ちえ の レンズ を    

とおして、 うちゅう と いう しょもつ を よんで みましょう。 しげん を むだ に せず、 せつど を もって りよう しましょう。 

ぜんのう の アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）が ちじょう に かくりつ なさった せんさい な ちょうわ を まもり、  

ほご しましょう。 すうはい の いしき を もって かんきょう に たいする せきにん を はたし ましょう。 わたしたち の  

しゅ（スブハーナ ワ タアーラー） が うちゅう の ゆいいつ の しょゆうしゃ で ある こと、 わたしたち は それ を   

あずかる もの で ある こと を わすれない ように しましょう。 かんきょう は そせん から うけついだ もの で あり、  

しそん に のこす とくべつ な いさん で ある こと を わすれない ように しましょう。 
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